
 

議
会
報
告 

１ 

主
な
議
案
・
請
願
・
陳
情
の

審
議 

 

今
号
は
常
任

委
員
会
の
結
果

を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
本
会
議

で
も
大
き
く
変

わ
る
こ
と
は
、

な
い
で
し
ょ
う
。 

地
域
の
自
主

性
及
び
自
立
性

を
高
め
る
た
め

２
次
地
方
分
権
一
括
法
）
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
で
、
今
議
会
で
は
市
条
例
の
一
部
を
改
正

し
よ
う
と
す
る
議
案
が
数
多
く
出
ま
し
た
。 

 ✿
第
１
次
・
第
２
次
地
方
分
権
一
括
法 

地
方
自
治
体
の
自
主
性
の
強
化
・
自
由
度

拡
大
の
た
め
、
義
務
付
け
や
枠
の
見
直
し
、

自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
を
行
う
。
２
０
１
１

年
に
改
正
さ
れ
た
法
律
。 

 

・
平
成
24
年
度
宝
塚
市
一
般
会
計
補
正
予
算

→
全
会
一
致
認
定 

…
６
９
１
億
２
千
２
１
１
万
６
千
円
と
す

る
。
主
な
も
の
は
、
荒
地
西
山
線
整
備
、
小
・

中
学
校
の
耐
震
化
、
通
学
路
安
全
対
策
、
長

尾
幼
稚
園
園
舎
新
築
な
ど 

・
平
成
25
年
度
宝
塚
市
水
道
事
業
会
計
予
算

→
全
会
一
致
認
定 

…
料
金
業
務
包
括
委
託
（
お
客
さ
ま
セ
ン
タ

ー
・
運
営
委
託
）
に
よ
り
委
託
料
６
千
５
百

万
円
増
、
人
員
削
減
額
は
３
千
４
百
万
円
。

こ
れ
か
ら
大
き
く
人
員
削
減
し
て
い
く
。
ま

た
今
後
浄
水
場
の
統
廃
合
が
進
む
が
、
県
・

阪
神
水
道
に
頼
り
過
ぎ
は
如
何
か
。
庁
舎
を

Ｎ
Ｔ
Ｎ
跡
地
で
建
て
替
え
る
も
時
期
・
場
所

は
未
定
。
メ
ー
タ
ー
取
替
え
は
市
内
業
者
で

継
続 

・
平
成
25
年
度
宝
塚
市
下
水
道
事
業
会
計
予

算
→
全
会
一
致
認
定 

…
一
般
会
計
補
助
金
８
億
１
千
万
円
受
け

て
も
２
億
円
赤
字
。
し
か
し
、
管
の
耐
用
年

数
40
年
、
併
せ
て
耐
震
化
も
必
要
。
し
か

し
、
値
上
げ
は
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
た
上
で
、

市
民
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
安
易
な
値

上
げ
は
許
さ
な
い 

・
平
成
24
年
度
宝
塚
市
特
別
会
計
宝
塚
す
み

れ
墓
苑
事
業
費
補
正
予
算
→
全
員
一
致
可

決 …
23
億
６
千
１
３
８
万
４
千
円
と
す
る
。

見
込
み
を
上
回
っ
た
も
の
の
、
10
月
以
降
、

貸
し
出
し
が
伸
び
な
い
。
豊
中
・
吹
田
市
広

報
に
掲
載
依
頼
中 

・
宝
塚
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
→
全
員
一
致
可
決 

…
市
立
病
院
に
リ
ウ
マ
チ
科
を
設
置
し
、
リ

ウ
マ
チ
、
膠
原
病
な
ど
、
免
疫
疾
患
に
対
応

す
る 

・
宝
塚
市
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
→

全
員
一
致
可
決 

…
今
年
度
中
に
、
宝
塚
市
立
売
布
北
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
供
用
を
開
始
す
る
た
め
。
野
球
場
と

テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

・
工
事
請
負
契
約
（
市
立
長
尾
幼
稚
園
園
舎

新
築
（
建
築
）
工
事
）
の
締
結
に
つ
い
て
→

☆月～金10:00～15:00
但し、不在のこともご
ざいますので、お電話
をしていただいてから
お越しください。 

☆事務所のコピー機・印
刷機（新機種入りまし
た）ご利用ください。
（有料） 

☆事務所をグループ・サ
ークル等の活動にご利
用ください。（無料） 
《使用日時は電話でお
問い合わせください。》 

☆事務所に教育・平和・
食の安全等の本があり
ます。お気軽にご覧く
ださい。 

平井山荘女性のつどいの雛祭り。 

日本文化の豊かさを感じるひととき 
 

朝
の
連
ド
ラ
「
純
と
愛
」
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
凄
い
。
そ
そ
っ
か
し
く
周
囲
か
ら
孤

立
し
が
ち
な
熱
血
漢
（
？
）
の
ヒ
ロ
イ
ン

純
に
、
「
あ
な
た
は
そ
の
ま
ま
で
い
い
ん

だ
」
と
言
い
続
け
る
愛
（
い
と
し
）
。
だ
か

ら
、
純
は
体
当
た
り
で
何
と
か
困
難
を
か

わ
す
。
愛
は
何
で
も
で
き
る
ス
ー
パ
ー
主

夫
で
、
純
と
支
え
合
い
な
が
ら
生
き
て
い

く
…
人
気
脚
本
家
・
遊
川
和
彦
な
ら
で
は

の
急
展
開
ス
ト
ー
リ
ー
な
の
で
、
若
い
人

も
視
て
い
ま
す
。 

 

現
代
社
会
は
苛
烈
。
あ
る
時
、
心
が
ポ

ッ
キ
リ
折
れ
て
し
ま
っ
た
人
を
何
人
も
知

っ
て
い
る
。
こ
の
ド
ラ
マ
の
舞
台
・
大
阪

の
オ
キ
ナ
ワ
の
大
正
区
や
宮
古
島
み
た
い

な
、
み
ん
な
を
笑
顔
に
す
る
「
魔
法
の
国
」
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大島
おおしま

淡
と

紅子
き こ

 

産業建設常任委員会 

が
、
宝
塚
だ

と

言

え

る

環

境

整

備

こ

そ

「

政

治
」
。
み
な

さ

ん

の

お

知

恵

と

お

力

を

拝

借

し
、
ご
一
緒

に
実
現
し
ま

し
ょ
う
！ 



全
員
一
致
可
決 

…
市
立
長
尾
幼
稚
園
の
園
舎
の
老
朽
化
と
、

就
園
希
望
者
の
増
加
に
よ
る
保
育
室
の
不

足
に
対
応
す
る
た
め 

・
宝
塚
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本

部
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
→
全
員
一
致
可

決 …
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
の

組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
条
例
を
制
定 

・
宝
塚
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
→
全
員
一
致
可

決 …
第
２
次
地
方
分
権
一
括
法
に
よ
り
条
例

改
正
。
ま
た
、
安
倉
西
２
丁
目
公
園
を
新
設
。

５
㎡
の
小
さ
な
公
園
が
点
在
し
て
も
機
能

が
果
た
せ
る
か 

・
公
の
施
設
（
宝
塚
市
営
住
宅
）
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て
→
可
決
反
共
産 

…
12
月
議
会
で
承
認
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

た
め
、
４
月
１
日
か
ら
１
年
間
、
非
公
募
で

日
本
管
財
（
株
）
に
。
今
回
の
選
定
委
員
会

で
は
入
居
サ
ー
ビ
ス
・
本
社
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
を
充
実
す
る
提
案
を
受
け
て
選
定
。

市
直
営
時
よ
り
住
民
の
満
足
度
は
上
が
っ

て
い
る 

・
宝
塚
市
教
育
委
員
会
の
委
員
選
任
（
✿
）

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て 

…
こ
の
議
案
は
、
ま
だ
委
員
会
も
開
か
れ
て

い
な
い
の
で
、
お
知
ら
せ
だ
け
。
委
員
長
の

田
辺
眞
人
先
生
、
委
員
長
職
務
代
行
の
脇
舛

詇
子
先
生
が
退
任
さ
れ
る
の
で
、
元
・
朝
日

新
聞
論
説
委
員
の
川
名
紀
美
さ
ん
、
36
歳
弁

護
士
の
柴
崎
有
希
子
さ
ん
に 

 

✿
市
教
育
委
員
会
の
委
員
選
任
に
つ
い
て 

市
区
町
村
に
は
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管

理
委
員
会
、
人
事
委
員
会
な
い
し
公
平
委
員

会
、
農
業
委
員
会
、
固
定
資
産
評
価
委
員
会
、

監
査
委
員
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
、
教

育
・
公
平
・
固
定
資
産
・
監
査
委
員
は
議
会

の
同
意
が
必
要
。
特
に
教
育
長
は
、
全
国
で

も
市
長
と
議
会
と
の
関
係
や
候
補
者
の
思

想
な
ど
で
、
不
同
意
と
な
る
こ
と
が
多
々
あ

る
。
宝
塚
で
も
、
渡
部
市
長
時
代
に
継
続
と

な
り
、
３
ヶ
月
代
行
期
間
が
生
じ
た
こ
と
も

あ
る
。 

 

・
藤
本
誠
議
員
に
対
す
る
再
度
の
議
員
辞
職

勧
告
決
議
に
つ
い
て
→
全
員
一
致
可
決 

…
議
会
の
総
意
と
し
て
、
再
度
決
議
し
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
、
拘
束
力
は
な
い 

・
長
尾
幼
稚
園
の
安
全
確
保
と
地
域
に
根
ざ

し
た
幼
稚
園
と
な
る
こ
と
を
求
め
る
請
願

→
全
員
一
致
一
部
採
択 

…
代
表
紹
介
議
員
と
な
り
ま
し
た
。
委
員
会

で
は
現
地
視
察
も
行
い
、
勾
配
の
あ
る
カ
ー

ブ
に
出
入
り
口
が
あ
る
な
ど
、
安
全
性
に
問

題
が
あ
る
と
委
員
は
に
通
認
識
が
あ
り
。
し

か
し
建
設
地
・
設
計
を
大
き
く
変
更
す
る
こ

と
は
難
し
く
、
安
全
対
策
を
地
域
住
民
や
関

係
者
と
充
分
に
協
議
し
進
め
る
、
項
目
の
一

部
採
択
と
な
っ
た 

・
工
事
請
負
契
約
（
市
立
長
尾
幼
稚
園
園
舎

新
築
（
建
築
）
工
事
）
の
締
結
に
つ
い
て
→

全
員
一
致
可
決 

…
工
事
中
の
安
全
対
策
、
保
育
室
の
数
、
地

域
の
子
育
て
支
援
へ
の
配
慮
、
防
犯
、
Ｅ
Ｖ

設
置
な
ど
の
確
認 

・
人
権
感
覚
と
モ
ラ
ル
欠
如
の
議
員
に
対
し

厳
正
な
る
対
応
を
求
め
る
請
願
→
全
員
一

致
一
部
採
択 

…
佐
藤
議
員
の
一
連
の
行
動
や
態
度
を
見

る
に
、
国
籍
や
出
自
を
理
由
と
し
て
結
婚
を

前
提
と
し
た
交
際
を
解
消
し
て
お
り
、
ま
た

結
婚
を
前
提
と
し
た
交
際
を
解
消
す
る
過

程
に
お
い
て
相
手
の
女
性
の
人
権
を
踏
み

に
じ
っ
た
態
度
を
と
り
続
け
た
こ
と
は
、
公

職
に
あ
る
市
議
と
し
て
あ
る
ま
じ
き
行
為
。

裁
判
記
録
に
は
、
多
田
委
員
や
大
川
議
員
が

作
成
し
た
メ
ー
ル
を
女
性
に
送
っ
て
い
た

と
あ
り
、
猛
省
を
求
め
る
も
の
。
多
田
委
員

は
除
斥
対
象
だ
が
発
言
を
許
可
、
佐
藤
・
大

川
議
員
か
ら
は

説
明
を
聞
い
た
。

会
派
の
関
与
は

決
定
的
証
拠
に

欠
け
る
と
、項
目

の
一
部
採
択
と

な
っ
た
。 

私
は
こ
の
請
願
も
代
表
紹
介
議
員
と
な

り
ま
し
た
が
、
女
性
と
し
て
議
員
と
し
て
許

し
て
は
な
ら
な
い
事
案
と
考
え
て
い
る 

・
佐
藤
基
裕
議
員
に
対
す
る
議
員
辞
職
勧
告

決
議 

…
最
終
本
会
議
で
採
決
さ
れ
る
が
、
多
数
決

で
可
決
の
見
通
し
（
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
に
） 

 

２
．
予
算
特
別
委
員
会 

２
０
１
３
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
４

月
に
市
長
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

義
務
的
経
費
・
経
常
的
経
費
・
継
続
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
や
市
民
生
活
に
密
着

し
た
事
業
な
ど
、
停
滞
が
許
さ
れ
な
い
経
費

（
つ
ま
り
「
骨
格
予
算
」
）
と
、
次
の
事
業

は
精
査
の
上
、
計
上
し
た
。 

① 

法
令
等
に
よ
り
実
施
が
定
め
ら
れ
て

い
る
事
業 

② 

近
隣
都
市
連
携
等
に
よ
る
事
業 

③ 

実
施
計
画
対
象
事
業
で
、
継
続
執
行
が

必
要
な
事
業 

④ 

国
県
等
の
補
助
採
択
事
業 

⑤ 

市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の
確
保
や
市

有
財
産
の
有
効
活
用
の
観
点
か
ら
、
年
度

初
期
に
着
手
が
必
要
な
事
業 

 <

特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
は
、
通
常
予
算> 

委
員
会
で
は
、
自
民
・
太
誠
・
寺
本
委
員

か
ら
付
帯
決
議
を
と
の
声
も
あ
っ
た
が
、
内 

宝塚市人権教育及び人

権啓発基本方針ダイジ

ェスト版ハンドブック 



 

容
的
に
は
同
意
で
き
な
か
っ
た
の
で
反
対
、

採
決
と
な
っ
た
。 

一
般
会
計
→
可
決
反
伊
藤
・
山
本 

後
期
高
齢
者
事
業
予
算
→
可
決
反
共
産 

他
は
異
議
な
し
可
決 

■
一
般
会
計
は
７
１
１
億
円
（
前
年
度
の

40
億
８
千
万
円
増
、
前
年
度
比
６
・
１
％

増
） 歳

入
予
算
…
地
方
交
付
税
等
は
減
だ
が
、

市
税
、
地
方
消
費
税
交
付
金
、
国
庫
支
出
金
、

県
支
出
金
、
繰
入
金
、
市
債
等
が
増
と
な
り
、

全
体
は
増 

歳
出
予
算
…
教
育
費
、
公
債
費
等
は
減
だ

が
、
総
務
費
、
民
生
費
、
衛
生
費
、
消
防
費
、

諸
支
出
金
等
が
増
と
な
り
、
全
体
は
増 

■
特
別
会
計
は
16
会
計
で
、
４
５
１
億
３

千
４
３
８
万
４
千
円
（
前
年
度
の
２
千
１
５

５
万
３
千
円
減
） 

国
民
健
康
保
険
事
業
費
、
介
護
保
険
事
業

費
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
費
等
は
増
だ
が
、

公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
費
、
宝
塚
す
み
れ

墓
苑
事
業
費
等
が
減
と
な
っ
た
の
で 

■
企
業
会
計
は
３
会
計
で
、
２
７
６
億
１
千

１
９
７
万
円
（
前
年
度
の
７
億
３
千
７
７
７

万
５
千
円
増
、
前
年
度
比
２
・
７
％
増
） 

・
水
道
事
業
会
計
は
、
６
９
億
７
１
８
万
３

千
円
（
前
年
度
の
７
億
７
千
６
３
３
万
２
千

円
増
、
前
年
度
比
１
２
・
７
％
増
） 

・
病
院
事
業
会
計
は
、
１
３
３
億
８
千
３
１

３
万
９
千
円
（
３
億
５
千
２
４
万
３
千
円
増
、

前
年
度
比
２
・
７
％
増
） 

・
下
水
道
事
業
会
計
は
、
７
３
億
２
千
１
６

４
万
８
千
円
（
前
年
度
の
３
億
８
千
８
８
０

万
円
減
、
前
年
度
比
５
・
０
％
減
） 

■
全
会
計
で
は
１
千
４
３
８
億
４
千
６
３

５
万
４
千
円
（
前
年
度
の
４
７
億
９
千
６
２

２
万
２
千
円
増
、
前
年
度
比
３
・
４
％
増
） 

 

そ
の
他
の
質
疑
か
ら 

＊
空
家
（
廃
屋
）
対
策
事
業
…
今
回
初
調
査 

＊
わ
か
く
さ
湯
…
廃
止
で
な
く
再
開
に
向

け
休
止 

＊
自
死
遺
族
相
談
事
業
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
委
託

月
２
回
実
施
。
Ｐ
Ｒ
を 

＊
３
中
学
で
の
売
電
…
２
０
１
３
年
度
利

益
約
８
百
万
円
。
エ
ネ
再
生
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
位
置
付
け 

＊
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
…
54
・

４
％
と
阪
神
間
で
低
い
。
啓
発
を 

＊
来
年
は
市
政
60
周
年
、
歌
劇
百
周
年
…
歌

劇
支
援
事
業
を
阪
急
と
協
議
中 

＊
通
学
路
緊
急
安
全
点
検
…
82
箇
所
、
他
は

経
常
予
算
で 

＊
小
学
校
プ
ー
ル
開
放
事
業
…
プ
ー
ル
内

の
安
全
管
理
を
業
者
委
託 

＊
学
校
区
の
あ
り
方
…
今
年
度
ま
と
め 

＊
国
保
滞
納
者
へ
の
短
期
証
発
行
は
接
触

が
目
的
…
う
ち
１
月
３
日
か
ら
電
話
相
談 

＊
子
ど
も
の
人
権
擁
護
（
い
じ
め
・
体
罰
）

事
業
…
専
門
家
委
員
を
設
置

Ｋ小学校 

気持ち良い生活は 

学びにつながります 

 

女
子
ト
イ
レ
の
中
。 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
配
慮
。 

清
潔
と
小
花
の
心
遣
い
。 

 

佐藤基裕議員に対する議員辞職勧告決議（案） 

 

 佐藤基裕議員は、相手方の祖父が在日韓国人であることを理由に婚約を

解消したとして訴訟になっており、今議会において「人権感覚とモラル欠

如の議員に対し厳正な対応を求める請願」が提出され、本日の本会議にお

いて、佐藤基裕議員の議員辞職を求める項目が採択された。 

 基本的人権の尊重は、日本国憲法が掲げる基本理念のひとつであり、誰

も侵すことのできない永久の権利である。また、本市は平成８年３月に「人

権尊重都市宣言」を行い、『人が人として互いに尊びあい、すべての人び

との人権が保障され、明るく住みよい社会』を築き上げることをめざして

いる。 

 人権は市民一人ひとりの不断の努力により守り、築き上げていくもので

あるが、とりわけ市議会議員をはじめとした公職にある者は、それを率先

して推進していく使命と高い倫理観を求められていると考える。 

 しかるに、今回の案件にかかる佐藤基裕議員の一連の行動や態度を見る

に、一方的な思い込みにより国籍や出自を理由として結婚を前提とした交

際を解消しており、このことは不当な人権侵害にあたるとともに、結婚を

前提とした交際を解消する過程において相手の女性の人権を踏みにじっ

た態度をとり続けることによって女性に多大なる精神的苦痛を与えてお

り、はなはだ遺憾である。 

 このような佐藤基裕議員の態度や行動は、明らかに市議会議員としての

資質を欠くと言わざるを得ない。 

 よって、本市議会は、佐藤基裕議員が今回の事態の重大さを真摯に受け

止め、ただちに市議会議員を辞職されることを勧告する。 

以上、決議する。 

平成２５年（２０１３年）３月１９日 

宝塚市議会 

小規模校・少人数の学級の良さが 

随所に。整然とした廊下や手洗い場。 



   

二
月 

（
特
選
）
裸
木
の
捨
て
た
る
後
の
美
し
き 

 

峯
子 

 
◇ 

道
草
の
裏
道
が
好
き
雪
が
好
き 

 

峯
子 

 
◇ 
野
の
つ
く
し
皆
背
伸
び
し
て
子
等
を
待
つ 

綾
子 

三
月 

（
特
選
）
軽
快
の
ひ
と
日
雛
を
飾
り
け
り 

 

綾
子 

 

◇ 

雛
の
夜
の
雛
あ
つ
ま
り
て
笛
太
鼓 

 

峯
子 

 

◇ 

ほ
ん
の
り
と
山
里
包
む
春
の
色 

 

恵
之 

杉山鮎水 選 
 

＜会員募集中＞ 

俳句は人の心のエッセンス。 

月１回大島事務所で開催される句会

に、一緒に参加しませんか。 

ご連絡をお待ちしています！ 

早苗田の会 

 

き 

 

と 

紅 
 

 

の 

 

淡 

SSW学会近畿地区研修会。宝塚の

SSWと支援コーディネーターの

報告は参加者に勇気を与えた 

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
教

皇
選
挙
が
行
わ
れ
、
１
３
０

０
年
ぶ
り
に
欧
米
以
外
・
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
出
身
の
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
１
世
が
新
ロ
ー

マ
法
王
に
選
ば
れ
た
。
法
王

名
は
、
教
会
の
「
改
革
」
で

は
な
く
、
聖
堂
の
修
復
か
ら

始
め
、
貧
し
い
庶
民
の
中
に

飛
び
込
ん
で
布
教
活
動
を

し
た
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に

因
ん
だ
と
い
う
／
政
治
も

同
じ
。
着
実
に
積
み
上
げ
た

政
策
を
、
市
民
の
声
を
聞
き

な
が
ら
生
活
に
反
映
さ
れ

る
よ
う
工
夫
し
て
い
く
。
修

道
院
に
こ
も
っ
て
祈
り
と

瞑
想
に
終
始
し
た
当
時
の

修
道
会
は
、
庶
民
の
生
活
か

ら
か
け
離
れ
て
い
っ
た
。
机

上
の
空
論
で
は
意
味
が
な

 今、子どもたちに最も必要なのは「居るボラ（居るだけでいいボランティ

ア）」。「あなたはあなたでいい」と言ってくれる人が居なくなった社会になっ

てしまった。 

 最終的にめざすべきは学校現場が子どもの話を聴くこと。こうした工夫が

教職員の評価となるような環境整備で、学校は変われるという。 

 それが新政権では、いじめ行為をより積極的に掘り起し、厳しく対処し取

り締まる姿勢、「厳罰化」に向かっていることを先生は危惧される。 

 全国の現場に入られるだけに、本当の姿の報告も。学テの全国小・中トッ

プの秋田県では、1 週前から模擬試験。日曜に教師向けテク講習。子どもの 4

割が疲労し、高校生の引きこもりが非常に多いとのこと。 

 「平成 22 年中における自殺の概要資料 - 警察庁」では、19 歳までの自

死の原因は、「うつ・孤独感」28％、「入試・進路・学業」20％、「交友関係・

いじめ」５％、勤務問題５%、「教師との関係」１％。この数字から見れば、

病気・進路によるものが半数で、いじめによる自死は稀だ。 

い
／
２
年
目
の
３
・
11
。

１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

元
年
と
言
わ
れ
た
。
東
日
本

大
震
災
も
防
災
に
想
定
外

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
、
日
本
中
が
一
つ
に
な
っ

て
お
互
い
さ
ま
と
助
け
合

う
の
は
当
然
と
、
老
い
も
若

き
も
「
自
力
」
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
行
く
。
そ
し
て
、
ひ

と
た
び
事
故
が
起
き
れ
ば

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
不

幸
を
呼
ぶ
原
発
を
止
め
よ

と
、
日
本
中
が
動
い
た
。
子

連
れ
の
若
い
親
や
普
通
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
／
問
題

も
魅
力
も
あ
る
私
た
ち
の

ま
ち
宝
塚
。
強
い
力
で
ど
ん

ど
ん
改
革
す
る
リ
ー
ダ
ー

の
も
と
、
黙
っ
て
従
う
の
は

楽
ち
ん
だ
。
で
も
、
そ
れ
で

は
私
の
存
在
は
「
無
い
」
に

等
し
い
。
声
を
上
げ
よ
う
、

手
を
出
そ
う
。
「
私
た
ち
が

宝
塚
を
造
っ
て
き
た
」
と
言

え
る
流
れ
を
止
め
て
は
な

ら
な
い
。
積
み
上
が
っ
た
宝

は
大
き
い
。 

子どもに寄り添う 

 

川西子どもオンブズパーソン前代表 

現在、滋賀県いじめ対策研究チーム委員の桜井智恵子教授講演 

 「いじめ自殺をどう防ぐか」 

 

講演会 

に 

参加 

 宝塚市教育委員会は、スクールソーシャルワーカー（SSW)を派遣型でなく、

拠点校に配置している。同時に、指導的役割を担うスーパーバイザー（SV)

を 1 名配置する。これは大阪府にならい、効果的である。SSW は子どもを

取り巻く環境を分析し、ケース会議で関係者が生活課題を共有し、解決に向

けて動く。子どもや親が自分の力で困難を乗り越えていく、このことで子ど

も・親が元気になるだけでなく、行き詰まり自信を失くした教師たちが元気

になっていくのだ。 

大塚美和子 SSW／SV 島谷恵子支援コーディネーター 

「子どもの生活課題にどう向き合うか 

        ～学校教育とスクールソーシャルワークの相互作用～」 

 

間違いなく、子どもを取り巻く環境は悪化してい

る。終わりが見えなくても、子どもたちにきちんと寄

り添い、一つずつ対処して行くしかない。 

早期に問題を見つければ対処も有効となる。本来、

幼稚園・保育所から力を入れるべきなのだ。今後は、

配慮してもらいたい。 

 

研究会 

に 

参加 

参加して 

考えた 

こと 

 

 

 

声 
 


